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1． 目 的  

繁殖豚の管理作業のなかで、もっとも省力化が要請されている分娩時の作業については、新  

生子豚の損耗原因のうち約50％を占めている母豚による正死事故を如何に防止するかにかか   

っている。そこで分娩豚房の整備と分娩珊の利用によってこの間鰯が解決できれば分娩哺育時   

の省力管理と圧死による子豚の損耗が防止できるので、その可能性を調査する自的をもって本   

試験を実施した。  

2．材料および方法  

（1】供試豚   

当場で肇㌢ている繁殖豚、ランドレ‾ス私大ヨ‾クシャ‾踵、ヰ唱‾クツヤ‾種、ハ  
ンプシヤー饉匿ついて調査した。   

【2）調査期間  

45年5月より47年12月までへ   

（5J子豚哺育率の算出にあたっては圧死朝敵のみを集計の対象とし、その他の原因によるへい   

死子豚は集計から除外した。   

（4）分娩豚房と分娩柵の構造  

分娩豚房と分娩柵の構造は、周1に示すとおりである。  

図1分娩柵の緒造  
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二段に調節可能   

分娩膿房は・間口2．7J汀、奥行2．d川、腰房中央に縦型分娩冊を設置し、母豚の体格の大  

小に対応し得るように後仕切および、下段分娩柵を調節できるようにした。   

また、ふん尿による原体の汚染を房ぐために豚房床面の後部に臼皿を段直して床勾自己と併  
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せて、豚房が乾燥するよう配慮した。   

（5J管理方法  

7．分娩牒の収容は、分娩1～2週間前に分娩豚舎に収容して豚房に酬致させるとともに、  

分娩珊ほ片側をセットLておき分娩腰の状態に応じて、分娩2～5日前または分娩当日に  

反対似め柵をセγトするとともに後冊を設置した。   

イ．分娩時には、従来の管理法と何様、看護分娩によったもの182例と、無看護分娩によ  

ったものd8例であったがいずれも分娩終了後ほ自由に授乳させた。  

ウ．低温時の保温には、保温マット、保温箱、赤外線電球などな必要－こ応じて単相または併  

用して操温Iこつとめたほか、保温マヤトを用いない時は切わらを用いて保温した。   

試鹸結果および考察  

（1i看護区および無看護区の圧死発生率  

看護区および無君感区の圧死発生率をみると、衷1に示すとおり看感区182頭における   

哺育頗姶頭或はt757頭で一腹当り平均慄7頭±5．2頭であったが、21日令時の圧死頭   

敏は80頭で、4．d％の圧死発生率であった。  

育開始頒叔はd55頭で一腹当り平均R2重鎮±5．4頭であ  また無看i獲区二d8優における行  

ったが、21日令時の圧死   は58頭で、6．0％の圧死発生率であった。   

これらの敗績ほ、通常分娩柵を用いないときの看護分腰哺乳介助による場合の母豚による  

圧死発生率が約10％とされているものと比較して、両区とも良好な結果を示している。   

この両区の成頗を、Ⅹ2 検定によって比較した癌果、表2のとおり看農法による塞が認め   

られなかった。  

衰1 分娩柵利用による看護区および職者轟区圧死発生率  
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表2 分娩冊刺剛こよる眉護区および職者遜の圧死発生率の比較  
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生後遇令による圧死の発生状況をみると、表5に示すとおりであった∩   

表5 生後運命の正死発生政  

ロ  2  ろ  合計  1  2  5    10  5  8 0  2 2  Lユj  5   ）0．占 用．5   l4．d  5．5  2．1  D．5   
生後、2適合までの圧死発生率が高く5   

∴－：：∴J∴：、ご：∴∴∴∴  とから、柵内けい感崩間は最低2過食までは必填であり、横臥時た荒いものや＿ 食子癖、ま  

た神経質で哺育の下手な母豚については、子豚の歩行がしっかりする5遇令フ臣度まで分娩柵  

を使用する必要が認められた。   

（5）死産発生率  

無看謹分偵時に間麹となる死産の発生率を調奄した結果は、蓑5に示すとおりであった。  

我が幽における豚死流産等異常発生率を家畜保健衛生所において昭和A4年7月から45   

年12月までの期臥全臨調奄な乗施した結果によると、44年は、9，9％、45年は7，0   

％の発生をみており、本試験に示す発生率は、この調査結果に比較するとやや高くなってい   

るが、この原因の一つとして、当掛こおいて、たまたま′くルポウイルス等の感染が認められ   

た時期にあったことが影響したものと考えられる。  

この先生革の差を、Ⅹ2検定によって比較した結果は、表d㌢こ示すとおり大きな影響を認  

めなかったので分煙時仮死豚の問観点が多少残されているが、分娩珊利用による隠者感分娩   

の実用性については一応の評価をなし得るものと考えられる。  
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表4 死産の発生率  
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表5 分娩柵利鞘による・看感底および無看護区の死産発生率の比較  

生  産  数  訊こ 1  云十  区  分  

実 脚】紋  1757 頭  期 待 攻  175t）  実 測 故   d55  

224 頭  
1981 頗  

無名護区  7 2 4  

l期 待 奴  

259口  
l  

4．東 約  

縦型分娩柵の利用による看護分娩および糀君謹分娩による5遇までの圧死発生率について調   

査した結果を贋灼‾㌻ると、概ね下記のとおりであった【   

1）5掴までの圧死発生率は、約5％前後であり、従来の方式忙比較してその発生率は5－10  

％程度低下した。  

2）生後の圧死痛生率は2遇令までは高く、5適令に入ると著しく低くなったことから、冊内   

のけい盛期間は慮低2週嘲必要であり、哺育の下手な母腰については5邁令までのけい薗が  

必要である。   

5）分娩時に看護Lた鑑と、全く放任分娩によった無看護区の、死産発生率なみると、やや焦  

清盛底の発生が・多かったがその差は僅かであり、分娩時の仮死膿の関越点が多少残されてい  

るが、その実用性については、一応の評価をなし得たものと考えられる。  
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